
蓼呻

‘Ｆ■■ミ
第

HAT― J

れと
=

光海道支部 だより

すみれ
4= 日本ヒマラヤン・アドベンチヤー・トラスト 30

プータン・ヒマラヤの“青いケシ" 大内 倫文

オーハ・‐ユ‐スなる言葉を最近とみに聞

く。山 自然界の一極に多くの人が集 中

することであろう。その傾 向は、 特に百

名山や珍しい高 山植物の咲く山に顕著

である。そしてその波は、海外にもおしよ

せていると言う。ネハ・―ルにおいては、シ
・
ャ

イアントビ‐クが眺望できる山群が、多くの

トレッかで埋め尽くされているようだ。こう

なるとゴミ云々を論ずる以前に、個 々が

罪を感じすとも無意識のうちに自然への

人的環境破壊に加担していることにな

ろう。

山々を歩く時、疲れた心身を癒してく

れのは、素晴らしい自然景観であり径 々

に慎ましく咲く花々であろう。現在、ヒマラ

ヤにおいて憧 れの花 “エーテ・ルワイス““青

いケシ"を 見るのは決して難 しいことでは

ない。難 しいのはこれらの花 々をいつま

で見ることができるかである。

私達 HAT― 」は、ォ‐ハ・‐ユ‐スにならな

いように心掛け山岳環境保護の啓蒙 を

してゆきたい。本 来 私達 の登 山は、清

掃ではなく清 爽であるべきはずであるか

ら。 (1985年 8月 撮影 )



チョム・カンリ峰(7,048m)登山

『かタン峰からチョムカ刀峰まで』

どうして HAT―」に入会したかを話し

てみよう。1981年 10月 に初めてネハ・

―ルを訪れた。82年にルクラの近くの未

踏峰であるカータン峰 (6,782m)に、道央

地区勤労者山岳連盟で、登山計画が

持ち上がり、その偵察に訪れたのだ。

喧騒のカトマンス
・
空港に着き、ネハ・‐ルで

過ごすうちにカルチャーショックも興味に変

わり、新鮮の感じられた。今ではすんな

り?と、カトマンス
・
からルクラまでフライトでき

るが、当時は便数も少なく、また有視

界飛行のため、雲が出ているとフライトが

できず、飛んでも引き返したりと、なか

なか大変だつた。天候が回復し飛行

機はあるが、ハ
・
イロットが帰つてしまうたこ

ともあつた。ホ
・―ターも少しくらいの雪なら

素足だつたし、ひび割れた足をみると

かわいそうだつた。82年には先発隊隊

長として再訪し、当時道路建設中のカ

トマンス・―シ・り間はトラック。シ
・
り～ルクラ～

が‐卜～BC入りした。飛行機が当てにな

らないからだ。ホ
・―ターの雇用も 100人

規模だった。結果は初登頂で、しかも

9名 の大量登頂であつた。もちろん小

生も。しかし今、環境問題を考えると、

キャラハ
・ン中、また BC用の石油コンロは

持つていくのだが、石油の質が悪くまた

性能が悪いので主燃料は薪だつた。薪

を取るのBC付近では高所のため無く、

ウッドホ
・―ターを使い下方から運び上げ、

また木も少なく大変だつた。また今言

中目・チヘ・ット自治区

1999年日ホヒマラヤ協会

佐 藤 英 樹

チョム・カンリ由| (7048m)
われているテイクインテイクアウトの思想は

あるべくもなく、コ
・
ミの処理も燃やすだけ

でずさんだつた。それが一般的で、とこ

の遠征隊でもそうだつた。89年今度は

旧ソ連邦、今のタシ
・
キスタンにあるコルシ

・

ェネフスカヤ峰 (7,105m)に 、札幌登攀

倶楽部の隊長として行き登頂。ここは

国際キャンフ
・
だつたので環境は良いのだ

が、やはリクレハ
・スは非常によく使われた。

91年には再度ネハ・―ル、アンナプルナ I

峰 (8,091m)に、連盟隊として遠征し

たが登頂はできなかつた。それどころか

雪崩に会い、奇跡的に助かり帰国した。

この時は主燃料は石油であり、石油コン

ロも改善されており薪ではなかつたがホ
・

―ター達は相変わらず薪だつた。森林の

減少で、洪水 土砂崩れが起き深刻

な問題になっているがやつと最近ホ
・―タ

ーの燃料にも目が行くようになってきた。

各団体の活動のあらわれだろう。当時

はテイクインテイクアウトの思想もまだまだ

行き渡つてはいなかつた。この年 1991

年にHAT―」が設立され、田部井さん



が代表になった。小生はいつ入会した

かは定かでないが、No 624なのでおそ

らくこの年か翌年の入会だろう。このよ

うに度重なる遠征で、木を伐採し、ゴミ

を残し、
・
美しい山ィを看

してすた
2で

自

責の念にかられ、ヒマラヤの環境保護、

保全に少しでも役立てれば良いとカンハ
・

のつもりで入会したのだ。それで今でも

会員として残つている。その意味では、

‖AT―」が今ヒマラヤよりも日本の清掃登

山に目が向いているのが残念だ。96

年には中国ウイグル自治区のムスターグ

アタ峰 (7,546m)に、日本ヒマラヤ協会

隊で 6,950mに 悪天のため 3泊するこ

とになったが登頂。この時は日本ヒマラ

ヤ協会隊に始めて参加したのだが、非

常にテイクインテイクアウト、そして環境保

護 保全に厳しい団体なので今までと

は違う内容だつた。しかし、多くの外国

隊も入山していたが、他の外国隊をみ

るとテイクインテイクアウト、環境保護・保

全活動にはほど遠く、もつと世界的な

啓蒙活動が必要だし、日本の方が進

んでいるように思えた。BCで一生懸命

他の外国隊のテント跡を清掃したものだ。

99年夏、今回、中国チヘ・ット自治区に

あるチョム カンリ峰 (7.048m)に、また日

本ヒマラヤ協会隊の副隊長で参加する

ことになった。96年秋に中国 韓国の

合同隊で初登頂。97年春には中央大

学隊が第 2登を果たした山だ。今回は

第 3登 目の挑戦で、夏季のシース・ンでは

初めてだ。地元チヘ・ットの人たちはチョ

ム カンが―と呼び、「女神の峰」または「知

恵の日」として崇めている山だ。ニェンチ

ェンタンラ山群第 2の高峰であり、また

独立峰であるためモンスーンの影響をまと

もに受け、晴れた日は登 山期 間中 2

日しかなかつた。8月 16日 、雪崩の危

険がいつも付きまとう中での、8人中小

生を含め 3人 の登頂。また登頂後の

大きな雪崩も運よく回避できたのは幸

いだった。今回は困難なルートで、多くの

日Xローフ
・
を必要としたが、下部のみ登

頂後、後 日回収しに行つた。燃えるも

のはこまめに焼却、また不燃性もラサま

で下ろした。HA」 では必ず環境担 当の

隊員がいて、目を光らせている。

BCでトイレ作り

キヤラバン障



『豊頂記』

(HA」 の機関紙から抜粋)

明るくなつてから行動しようと、起床は

5時半になった。夜半からの吹雪がま

だ続いていて、視界が悪く、C2の出発

は天候待ちになつた。8時の気温はマイ

ナス5度、そんなに寒くはないが稜線の

風は強そうだ。3人の体調は、始めて

C2(高度 6600m)に 泊まつたにもかか

わらず、ほとんど高度障害は出ていな

い。ル‐卜工作で完全に順化したのだろう。

川崎さんの咳は相変わらずだが、それ

でも武部さんと一緒にいつも煙草を吸

つている。よく吸えるもんだと感心する。

テントの外に出て、出発ためらいながら

天候待ちをしている間、風を警戒して

薄手の羽毛服をセーター代わりに着る。

大きな空間に僅かに一瞬の光の瞬間。

「行ける。天気は良くなる、行こう。」8

時 30分過ぎ C2を 出発する。トレース

は消えているが、昨 日 FXした 3Pで稜

線に上がる。稜線は広い。風はさほど

強くはないが、稜線もやはり視界は悪

い。日XをもうlP延ばてが、時間がか

かるのでその後コンテで、ただただ高み

を目指す。稜線に上がつて少し傾斜は

緩み、フッセルも始めは大したことはな

かつたが、だんだんと豚くらいになつてく

る。小生は気温が少し上がり暑いので

途 中で羽毛服を脱いでしまつた。少し

暑さにやられたようだ。無線交信で、武

部さんが C‖こアツタクしていることを告

げると、「明日がある。決して無理をし

ないように。」との隊長の返答。しかし、

二人の意志確認をすると、「行きましょ

う。」との返事。皆、明 日だと体力的に

も、また天候もどうなるか分からないか

ら、今 日のうちにけりをつけたいからだ。

もちろん行けない天 気ではない。川碕

さんが「ぼくがラッセルをします」とザック

をデポし空身で登つていく。彼の頑張り

には頭が下がる。視界は悪いが、左右

の雪と空の境がだんだんと近づいてくる

のが分かる。傾斜も緩くなり、やがて長

く、 広い平らな一角に出た。先行した

武部さん J‖ 崎さんが何かを探してい

るような感じで歩き回り、それから手を

握り合つている。それを見て、「ああ、こ

こが頂上台地なんだ。」と思うがそれが

分かつていてもなかなか二人に近づか

ない。苦しい。一歩一歩が苦しい。バテ

バテだ。「頂上です。間違いありません。

韓 国隊の登頂の写真と同じです。」小

生を待つていた二人が言う。見渡すと、

外に高いところはあるべくもなく、北側

の境はスツパリ切れ落ちているのが分

かる。思つたより早く頂上に着いた。晴

れていればニンチン・カンサ、ニェンチエ

ノ タンラ山群の展望は素晴らしかつた

だろうに残念だ。お互いの労をねざらい、

感謝の梶手をする。自然と涙腺 が緩

む。過去何度か、初登頂を含め何度

か頂上に立ち、それなりの苦労があつ

たが今まで涙が出てきたことはない。年 (51

才)を 取つて涙脆くなつたせいでもあるまい。



他の二人も涙ぐんでいるようだ。始めは楽

勝かと思われた、チヨム カンリも、天候が

安定せず降雪に悩まされ意外とルートも延

びず、時間切れの可能性も出てきた中で

の登頂だつた。non sherpaで 充実してたの

もあつただろう。8月 11日 に BCからFIXを

掘り起こしながら Cl入 りし、それから上がり

つばなして、疲れがピークに達していたので、

感極まつたかもしれない。とにもかくにも嬢し

ぃ。cl BCに 登頂の交信をし、祝福を受け、

急いで東京農大から HAJに依頼された積

雪のサンプル採取をする。武部さんはとい

ぅと、やはり頂上でも煙草をうまそうに吸つ

ひょんなことから餃子を本場で食べよう

という話が持ち上がり、シルクロト
・の旅に出

ることになりました。9月 23日 、昼、名古

屋空港で、しばらくソハ
・
も食べられないか

らとサ
・ルソハ

・
を食べ、15時 45分発西安

行に乗り込みました。途中 、上海空港で

給油して、20時 20分西安着、ホテル建

国飯店に落着き今更ながらお隣の国は

近いと思いました。

24日 、西安市内観光が始まり、兵馬輛

の圧巻に浸りながら昼は有名店で餃 子

を食べる。今回の旅の目的でもあリタレ、

味と吟味する。がラス越しに製造室も見

学できる。

『兵馬輛兵士を語る落葉道』

午後、砂漠の上を飛行機は飛び続ける

と2時間半、ホ
・
ツカリと緑地帯が現れ

ている。恐れ入る。これだけ高所で吸うと煙

草会社からの表彰ものだろう。C2へは 14

時 20分到着。B隊が C2入りしないというの

で、C2に泊まり明 日 BCに下 山することにな

った。

登姿娯楽部の会 員としても又北海道の

岳 人としても今 回は頑張ることができた。

2001年 にまたトライしたい山ができたので、

お金を貯め精進努力してまた頑張ろうと思

っている。

敦理に着く。女性がイド李さんに「今 日は

鳴砂 山に名 月が上がります。一年に一

回のチヤンスです。ぜひ !」とのことで鳴砂

山に向う。やがて名月が出てきて思わず

「月の砂 漠をは一る一ばると」とハミングす

る。

『月餅割り敦捏の月を祝いたり』

『満月や帰るラクタ
゛
のシルエット』

『十五夜を見んとラクタ1こゆられゆく』

シルクロードの旅     福沢益子



25日 午前、莫高窟を見学。唐の時代に

女 官達が頬に花びらを飾る化粧が流行

したとか、壁画におもしろい顔が並んでい

ました。時代は巡るのですね。

『天高く飛天は衣なびかせり』

『綿花摘む家族を待つかロハ・一頭』

午後、夜汽車の出る柳園駅へ車:ま走る。

夕方、火車 (汽車 )でトルファンヘ向う。行

李車(貨 物車)を連れて…… 。

『ひた走る夜汽車を砂漠の月が追う』

客車は二段へ・ットで一室 4人です。同室

の夫婦に片言の英語で自己紹介をした

ら、「私はアメリカ人、日本に7年暮らしまし

た。」との返事に大笑いしました。26日 早

朝トルファンに着く、ウイグル文字がくつきりと

浮かび寒い。男性がイト
・
張さんと、千仏

洞、王宮墓、ミイラ、文河古城、火焔山

(時 間がなく登れなかった)を 見学。カレ

ス
・
の水を飲みながら、砂漠の民の遠大

なフ・ランを思いやり干葡萄を買う。

27日 ハ・スでゴビ砂漠を走り、天山山脈

を越えてウルムチヘ向う。ホ
・ゴタ

・
峰が見事

に白く浮かびあがる。博物館でミイラを何

体も見る。ゴヒ
・
砂漠の乾燥がミイラの保存

に適しているのかも……・。

28日 成都に戻り、市内見学、29日 峨媚

山ヘハ・スで登る。(時 間がなく徒歩はムリ

と)30日 、成都へ戻り夕方から道内の方

で今」ICAで農業指導をしている方の部

屋で、ホ‐ムハ・―ティを開いて下さり餃子作り

をして楽しみました。

10月 1日 、上海に戻り、丁度国産節と

ぶつかり機 内でお祝いの時計を頂く。お

祝いのため―週間休みの職場が多くとか、

空港も旅行者が多く、その人の多さに圧

倒 され市内見学もそこそこにホテルに引

揚げました。

2日 、名古屋に帰り千歳は気温 11度、

雨 降りでした。何やら小走りの旅でしたが、

漢字のお国のせいか読み方は違つても

意 味が通じ、言葉を少し勉強して、もう

一度熱烈歓迎にこたえようと思う此の頃

です。

1999年北海道支部活動記録
1月 23日 (土 )新年会

2月 13、 14日 (上、日)大雪山自然フォうム 宮崎、平岡、増子

4月 25日 (土 )総会、出席 12名

4月 26日 (日 )塩谷丸山親睦登山 宮崎、杉林、五十嵐、枝並 (正、夕)、 真嶋、坪原

6月 6日 (日 )神 威岳 (定 山渓 )清 掃登山 宮崎、花島、杉林、二十嵐、伊藤 (ナ )、 東、

他 9名

6月 27、 28日 (上、日)芽室岳清掃登山 真崎、坪原、尾崎、長屋、杉林、五十嵐、福沢、

高木、伊藤花島

7月 10、 11日 (上 、日)万計山荘管理当番 宮崎、杉林、五十嵐、小野、和田、福沢

10月 9、 10日 (上 、日)無 意根山清掃登山 宮崎、大内、杉林、五十嵐、真嶋、坪原、長屋、

枝並 (正 )、 和田、東、下村、河井、浅原、高木、道外会員 4名 、



天山山脈最高峰ロポベーダ(7,439m)での

テイクイン・テイクアウト

私がポベーダを知つたのは、'93年

にハンテングリ峰(7.010m)に登つた時

に初めてその名を知つた。ズヴョーズド

チカ氷 河にどつしりと構えた山が天 山

山脈の最高峰ポベーダだつた。その雄

姿は研ぎ澄まされたような、ピラミッド型

のハンテングリとは対照的である。その

時はまさか自分に登るチャンスがあると

は思つてもいなかつた。なぜなら、ポベ

ーダは雪が深く、雪崩も多い、ポーター、

シェルパーはいない、更にルートは難し

い。そんな難しい山に年齢 50歳から6

5歳の女性隊で挑戦しようなんて本気

なのだろうかと疑つた。'93年は大雪の

ため屈強な0シアのクライマーでも誰も

登れなかつた。しかし難しい山には、1

年でも若い方が良いという考え方もあ

‐る。こうして7月 20日 、メンバー8名 は

成 田を発つた。カザフスタンに着くと更

に車で5～ 6時間行くとカルカラキヤン

プに入る。標高 2,000mの カルカラは

|エーデルワイス、フウロウやアザミなどの

1花 々が咲きみだれる真 中にテントや食

堂などの施設が建てられている。 近く

真嶋花子

ハンテングリ

の山から流れ出る沢を利用してサウナ

ゃシャワールームまである。'93年 に

訪 れた時より環境は整備され、テント

周辺にもゴミは見られず、特にトイレは

清潔に保たれていた。このキヤンプの

ォーナーは田部井さんと親しく、環境

問題については田部井さんの意見が

大いに反映されている。

ポベーダやハンテングリの登 山者の

多くは、ここからヘリコプターで標高4,0

00mのBCに入る。BCには世界中から

登 山隊、トレッキング隊、そして2時 間

だけのヘリツアー客が来る。4,000mの

氷河上には大型テントの食堂、サウナ、

いくつもの客用テントそして4つのトイレ

が設置されていた。トイレに底は無く、



そのまま氷河に落ちていく。せめて使

用済の紙は捨てないようにと私達は袋

を取りつけ回収した。基本的にBCでの

食事は提供される献立を食堂で摂 る

が、やはり日本食も食べたいと隊 員 8

人分の食料を持ち込んだ。生野菜もカ

ザフスタンのパザーで買い込んだ。自

分達の出した生塵は乾燥させその他

の燃える塵と一緒に計量後燃やした。

不燃物はヘリでカルカラまで降ろした。

ちなみに、食堂で出た生塵は、ヘリでカ

ルカラまで降ろし近隣の家畜の餌にし

ていると聞き安心した。

Clからの上部キャンプは登 山者の数

が少ないこともあるが、ゴミを見ることは

なかった。もちろん私達も自分達のゴミ

は全部 自分達で下ろし、ロシアのガイド

たちもテント場にゴミを残すことはなかっ

た。彼らの食料はハム、バンそしてチー

ズの塊とゴミがでるようなパック詰 めの

物はほとんどなかつた。(でも日本の高

所用 α米はとてもおいしいと好評 だつ

た)ソーメン状になった古いザイルが

何本もルーHこ残置され、どのザイルが

使用できるのか迷い、また自分達との

ザイ絡んだりと危険だつた。それは今は

もう無用のゴミであつた。この環境での

収は大変な仕事であることは理解でき

BCか らのポベーダ主峰、右の西峰より頂上ヘ

るが 。

カルカラやBCキヤンプヘの訪間者に

とつて確かにサウナやシャワーは快適

なテント生活を約束してくれる。しかし、

川や氷河に流される汚物や汚水の処

理はこれからの課題となつる。このこと

についても登山終 了後、カルカラキヤ

ンプを離れる前 日に田部井さんとオー

ナーは熱心に話合いをしていた。

『 渡邊玉枝さんプロフイール』

昭和 13年 山梨県河口湖町生まれ

(61歳 )横浜市在住

主 な 山 歴 (豊頂 記 録 )

昭和52年 マッキンリー南壁アメリカダイレクトル

ートより登頂女性第 1号

平成3年 チヨーオユー(8201m)

6年 ダウラギリ主峰(8167m)

10年 ガッシヤブルムΠ峰(8035m)

11年 ポベーダ(7439m)

日本スポーツ賞受賞(最 優秀賞 )

読売新聞社 (山 岳の部個人 )



万計山荘管理に参加して

平成 11年 7月 10、 11(土、日)の

両 日にわたつて万計 山荘管理宿泊に

HAT―」のメン・ヽ―の一員として参加し

た。

万計山荘はご存知のとうり、山岳を

愛する人達が万計山荘友の会を結成

してこの山荘を守り管理している山小

屋です。

北海道支部第一回空沼岳 清掃登山

の折に田部井さんをはじめ会員の人達

が、この山荘で記念 写真を撮リトイレを

使用し、豚汁を御馳走になりお世話に

なった山小屋です。

7月 10日 早朝より、福沢さんが先発で

小屋 入りをしたのですが、物置きの鍵

が開かず募金箱が出せない等困つた

場 面もあつてのですが掃除や登 山者

のお世話をして夕方下 山しました。午

後 3時頃私が行つた時にはAさんと息

子さんがすでに管理に入つており、少し

後に宮崎支部長そしてBさん続いて五

十嵐さん、杉林 さんが食料 品や小屋

の備 品など持参して小屋入りをした。

五十嵐、杉林の両氏はさすが慣れたも

ので着くなり、小屋囲りや備 品の点検、

夜のランプの準備から宴会に至るまで、

手際 良く進めて感心させられるばかり

和田真紗子

でした。特に杉 林さんのトイレ掃除には

脱帽です。

小樽から来たと言う、自然体験学校の

一行(20名 程 )が三階に宿泊していて、

その子供達や先生にホ
・ンプの使い方や

水の大切さ、環境や山でのマナーのこと

などさりげなく教えている杉林さんは子

供たちのアイド川こなっていたようです。

夜はシ
・
ンキ
・ス汗を囲みコップ片手に五

十嵐さんの熱つぼい語リロに考えさせ

られたり感動したりでした。

トイレのことゴミ問題そして山小屋のあり

方やマナ‐など広域にわたり環境問題を

含めた登山についての話に夜の更ける

のも忘れる程でした。

翌朝、自然学校 の一行は、この山荘

で実体験の中から何か大切 なものを

学んだようで、前 日より少し大人 ?にな

ったような頼 しさで元 気に出発しまし

た。

次の人が気持ち良くすぐ使用できるよ

うにとランフ・の手入れや小屋の整理整

頓をした後、空 沼岳へ登る人、早 目の

下山に着く人、夕方迄山荘に残る人と

各々に万計 山荘の管理宿泊を終えま

した。来年も又、HAT―」北海道支部

の一員として参加できればと思います。



「音のはじめ 音 楽の日まり」

平成 11年 3月 末から4月 上旬にかけて、

北陸 東海 関東 京北を二輸車て旅した。

四輸に乗らない主義の私は 30歳で手輸免

許を取り、オフロート
・ハ・イクを駆つて新鮮な空気、

澄んだ水、可憐な革花、美しい鳥の声や獣

の姿を求めて山に入る楽しみを持つた。それ

は自然との会話だけではなく、私のライフワーク

である音楽の起源と自然との関係を探る旅

でもある。苫小牧―仙台のフェリーのラウンシ
・では、

ヒアノの弾き語りが疲れた体を癒してくれた。こ

の音楽の不思議な力のルーツはどこにあるのだ

ろう。

日程的に山道をのんびり走る余裕がなく、

高速道路を飛ばして新潟県新津市美術館

に着いた。私は開催中の「音のはじめ 音楽

の創まり～日本の音を聴くJに笛を十数点出

展した。この展示は人間がいかに音を獲得し、

楽器を発明し、音楽を創造したかを探るもの

だ。私の所蔵する笛は全て自然素材で、竹

石 木・骨 葉・獣皮でできている。しかも、そ

れは風、水、動物の声など、自然の音を再

現するために生れた。

美術館で縄文時代の復元鹿笛と、秋田の

阿仁マタキ
・
故松橋金蔵氏製作のワラタ

・
を実

演した。鹿笛は凸型の鹿角本体に鹿皮(膀

勝、胎児の腹、耳など)を張り、鹿の擬声を出

して鹿を誘き寄せて獲る狩猟用音具である。

狩猟民族はこの笛を狩猟前の精霊を呼ぶ儀

式や、狩りに成功した後の感謝の儀式にも使

い、狩猟の合間の手慰みにも吹く。これは音

楽の起源を解明するヒントになる。「自然模

倣説 Jという音楽起源説は、自然の音の模倣

HAT―」北海道支部総会記念講演より -1999年 4月 26日 札幌市民会館―

鹿 と山 の 民 俗 北海道札幌犠路高等学校 教諭 枡 谷 隆 男

から音楽が生れたとする。藁を卜
・―ナツ型に巻

ぃたフリスヒ
・‐のようなワラタ

・は、投げて鷹の羽

音を真似る。天敵が来たと思つて雪穴にもぐ

り込んだ兎を、手補りする威嚇道具である。

太鼓は胎内の母の鼓動の記憶を再現して、

人間に力を与えたり、口鳴の模倣で竜神を

招き雨乞いに使う。笛は風や様々な動物の

声を作り出す。おなじみのリコータ
・―は、record

すなわち「小鳥が巣の中で囀るJという意味に

関係し、鳥の声で鳥を誘き寄せたり、鳥獣に

悟られぬように狩人が信号に使つたものだ。

近世ヨーロッハ1ま 、作曲したメロテ
・
ィを鳥に教える

調教笛としても使われていた。

食糧が豊かであるようにと、人々は神霊に

祈りを捧げた。その祈りこそ音楽の原点である。

鼓動や鳥獣の声、波、風、雪等の自然の音

の棋倣を音具に託した。獲物の骨や角は笛

に、皮は太鼓に、狩の道具 弓は琴などの楽

器に変化していつたのである。

鹿 笛 (左 から■文復元、マタギ、アイヌ2点 )

(撮影 :竹 内敏信氏》

「マタギは三代続けてはならぬ」

父万の祖父は、明治 34年 (1901年 )、 18

歳で一族五人と冨山から神楽村 (現 旭川市 )

に入植した。一昨年秋、不明だつた本家を捜

10



し当てた。析谷家移住百年も記念し、初めて

の単行本『 鹿の記憶』を冨 山の出版社から

出す。打合せのため駅前に一泊した。

愛知の大学に入学した次女の家を覗きが

てら、鹿の伝説の多い三河を回つた。鳳来寺

(鳳 来町)に子に意まれなし`兼高長者が願を

かけると、薬師如来が自鹿になり女の子を授

けた。足の指が鹿のように二つに裂けているの

で履かせたのが、足袋の濫脇と云われる。

天竜川を北上して、赤石 山脈の南端にあ

る静岡県水ξ町に行つた。水窪夕
・ムが沈め

た民俗を集める資料館で鹿笛を見せてもらっ

た。昭和 30年代から高度経済成長、列島

改造に日本中が踊つた。電源開発は日本を

夢の国にする切り札であった。アメリカ式の文

化住宅に住み、車と電化製 品を持つことが

幸せの全てであると国民は信じた。山を削り

道路が整備され、谷を埋めて夕
・
ムが作られ

た。

夕
・ムに沈んで廃村になったり、移住を余儀

なくされたり、町村合併によって山から人々は

弾かれ伝統文化が消えた。しかし、水窪には

森羅万象を神と養め、神とζもに生きだ山の

民の証しが辛うじて西浦地区に残る。西浦 田

楽は、1.300年の歴史を持つ誇り高き伝統

音楽である。水没の犠牲の上に成り立つ、マ

スコミに煽られた電気仕掛けの騒音音楽が華

やかだが、そこに真の癒しがあるのか。

一泊した四ツ菱屋旅館の向いの斉藤内店

には、水窪の猟師が獲つた猪 鹿 兎肉が並

ぶ。夕食はその鹿刺しを頂く。旅館の傍ら林

業を営む村木さんは、経済性のみを優 先し

て杉 檜ばかり植えた営林行政を批判する。

山は保水 力を失って崩れ、川が枯れ、海が

栄養不足になつた。昆虫、獣が減り、魚が死

んだ。国民病となった花粉症もしっかりと根付

かせた。水を失つた山に村木さんが植えさせ

られた 15万 本の木は、全て枯れた。水窪の

次に行つた平家落人の里 栃木県栗山村で

も、杓子を作る職人さんが全く同じ話をしてい

た。商品価値のない雑木こそが、山を豊かに

する。

村木家の先代、先々代は猪や鹿笛で鹿を

射つマタキ
・
であった。「マタキ

・
は三代続けては

ならぬ」は、村本家の家31である。マタキ
・
には

「千匹で鉄砲を返す」(マ タキ
・
を廃業する)な ど、

資源を絶やさない掟が多くある。豚は人間の

食料のために神が与えたなどという教義の宗

教が、世界を席捲している。山はありとあらゆ

る恵みを我々に与えてくれるが、それは輸廻

によって成立している。採りつ放し、作りつ放し

て、捨てっ放しに明 日はない。

東海地方の山村の玄関には〆縄が張ら

れ、魔除けの 唇
ざ
や鰯の頭が掛けられてい

る。自然への長敬が人々の生活を豊かにし

ている。山は単なるレシ
・
ャーの対象ではなく、自

然との交渉の中で人間が「物」とともに「心」も

頂く、癒しの音を聴く神聖な場所である。

旅の締めくくりは、マタキ
・
の里岩手県沢内

村の銀河高原ホテル。レストラン内で醸造され

た地ヒ・―ルを傾け、山菜料理を頂きながら牧

場のトナカイ姿を見ていると、HAT― 」の花島事

務局長から講演依頼の電話が入った。
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北方 4島:口後島:爺爺岳調査隊に参加して

杉林仁止

1999年 7月 29日 ～8月 5日 、山中にて

4泊 5日 の国後島 爺爺岳火山及び植物調

査等のサホ
・―卜隊として野営用品―式、食料、

飲料水やその他ルートエ作等の任務による参

加報告である。

1998年 5月 より、札幌山岳連盟の一委員と

しての勉強会及び爺爺岳の資料集めがはじ

まる。最初はただ爺爺岳に登れればいいと思

いながらの参加であつた。この頃より、朝日新

聞創刊 120周 年及び北海道支社 40周年記

念事業としての打ち合わせが始まる。そして

朝日新聞北海道支社に日口共同学術調査

隊 Jし 方 4島 国後島「爺爺岳」専門家交流

訪間団事務局が置かれる。

99年 4月 ロシア側代表と研究者、日本側の

研究者とサホ‐卜隊代表による協議が持たれ

た。共同調査隊の合計人数は 59人 (日 本

側 40人、ロシア側 19人 )になつた。ク
・
リコ
・エフ

自然保護区長の南クリル地区には、国家自

然保護区が存在し特に爺爺岳周辺は連邦

政府の所管する地区であり、食べ残し、コ
・ミ、

排泄、たき火等、すべて禁上であることが伝

えられる。

99年 6月 1日 、朝 日新聞北海道支社創

立 40周 年記念特設紙面に掲載される。この

頃よリサホート隊 8名 と医者 1名 による実施ヘ

向けての会議が毎週火曜 日に持たれる。テイ

クインテイクアウトを実践するにあたつて食料の

軽量化と生鮮食品は使用しないこととする。

ゴミはすべて持ち帰る。排泄は各 自にトイレット

ヘ・―ハーと袋を渡し持ち帰ることとする。へ・―スキ

ャンフ・やその他のキヤンフ地 区は、必ずク
・
リコ
・エ

フ自然保 護 区長に検 査 していただく事とす

る。

99年 7月 29日 、根室よリチャーター旅客船

「ロサ ルコ・サ」にて出発する。日本の調査団に

は好意的にして戴けた。ロシアの調査団には、

食事の量が足りなかつたことが、後で不満と

なつたようだ。コ・ミその他の問題は、そのつど

ク
・
リコ
・エフ氏に聞いて解決できた。コ・ミや非常

食の残りは、海岸のへ・―ス キャンプに持ち帰り

自然保護管理官に波した。こうして爺爺岳サ

ホーHま終了する。

爺爺岳



開 聞 岳 と 韓 口 岳 伊藤ナカ子

1999年 2月 6日 、宮崎さんに誘つ

て頂いた、開聞岳はどっしりと構えた美

しい山だった。昔から航路の目印として、

又土地の人ヶには薩摩富士と親しまれ

ているそうだ。

松林の中を歩くと、樹木の香りがしてと

つても気持ちがいい。ただ、そんな木々

の道をもくもくと歩いていくと、小鳥の声

が聞こえてくる。ら、と札幌では今頃山ス

キーの真っ最中なのに、この景色は、今

時期考えても見なかった。一度はどうし

ても登つて見たい山だつた。

平成 4年に旅行で来たとき、ガイドさ

んの説明で聞いた知覧特攻隊の話しを

思い出した。昭和 20年特攻隊は開間

岳の上を一回りして飛び立って行つた

話を思いなから、コ
・ロコ・口とした岩だらけ

の螺旋になつた登山道をゆつくり登る。

北斜面に作られた登山道は、昨日の夜

に降つた雪が踏み固まリアイスハ・‐ンにな

つているので気をつけて歩く。灌木の茂

みの間から岩峰が見え、左側に少し入

つた所に祠があり参拝をして頂上に立

つ。真っ青な空、真っ青な海、天気が

よいので大勢の人が山頂にいた。

昼食をとつて記念写真、ゴミを拾つて

ゆつくりと下山する。麓の自然公園には、

桜の花が咲いていて感激。

2月 7日 えびの高原に午前中に着く。

力,ら くに

韓国岳に登る。標高 1200メ ートルの高原

は雪が 20センチくらい積もっていた。遊

歩道ができていて公園のようになってい

る。登山道は、灌木帯の急坂をしばらく

歩く。振り返つて見るとえびの高原が目

の前に広がる。ちようど大雪山連峰を歩

いているような気がする。火口湖の水は

凍つている。露岩の間を登るが山頂が

よくわからない。

やつと見つけ遅い昼食にする。頂上

の先は、深い火口になっていて、羊蹄

山のお釜より大きく見え、斜面の低い灌

木はミヤマキリシマのようである。5月の下

旬には淡い紅色に彩られるのだろう。す

ぐ横に高千穂峰がすっきりと眺められる。

古くから天孫降臨の地として神聖な場

所だつたそうだ。時を忘れ展望すると、

ら、とまた来れるだろうかと想いをはせる。

この山行は、両山共に天候に恵まれ大

変満足だつた。



2000年北海道支都山行計画

山行委員 杉林仁止

《1》 神威岳  6月 4日 (日 )テオ泊まり可。日帰りも可。

札幌地区会員の協力による。

《2》 空沼岳  9月 2、 3日 (土、日)万計小屋泊。日帰りも可。

札幌地区会員の協力による。

《3》 第 5回 交流登山 北海道支都五周年事業

十勝幌尻岳清掃豊山

帯広地区会員の協力による。詳細は本頁下記に掲載参照のこと。

※ 神威岳、空沼岳については、再度詳細をお知らせします。

2000年 HAT―」『十勝幌尻岳清掃豊山』のご案内

HAT一」『 日本ヒマラヤンアドヘ
・
ンFャートラスト』北海道支部ができて今年は5年 目に

なります。

この度、日高山脈の中部に位置する十勝幌尻岳で清掃登山をする事になりました。

この山は頂上からの眺望が素晴らしく、眼前にカムイエクチカウシ山の北東かルを始め日

高の山々の展望は最高です。是非、山を愛する方々の参加をお待ちしています。

記

☆主 催 日本ヒマラヤンアドヘ
・
ストャートラスト代表 田部井淳子

☆主 管 日本ヒマラヤンアドヘ
・ンチャートラスト北海道支部

☆後 援 Jヒ海道

☆協 賛 帯広市、植村直巳野外学校

☆協 力 日本山岳会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラヤ協会、北海道山岳連盟、

北海道勤労者山岳連盟、帯広市役所山の会

☆場 所 十勝幌尻岳く日高山脈中部〉1846.Om

☆期 日 平成12年9月 23日《土》～24日《日》

☆宿泊先 植村直巳野外学校

☆日 程 23日《土》(16:00)植村直巳野外学校集合

(17:00)ま邊 玉枝さん 講漬会



標 高 差:1250m
参考タイム:登り4時間20分

り3時間30分

(18:00)交流会

24日 《日》( 5:00)起 床

(6:30)植村直巳野外学校登山口からマイクロバスにて移動

(7:00)オピリネップ沢登山口出発

(11:40)尾根取り付き～ジグザグ登山道～頂 上

(12:00)下 山開始

(15:30)登 山口からマイクロバスにて植村直巳野外学校へ

(16:00)植村直巳野外学校にて解散

☆宿泊と交通 植村直巳野外学校―泊二食付き(交流会費含3,000円 )参加数

約50人程度

※ 植村直巳野外学校までの車の手配等については問い合わせ下さい。

※ 植村直巳野外学校に直接入られる方で道1目が分からない方|_lま、詳

しい地図をお送りします。

☆装 備   植村直巳野外学校には寝具の用意がありませんので寝袋を用意し

ェ下さい。行動食(1食分 )、 食器、雨具上下、手袋、帽子、登山靴、

スパッツ、着替え―式等、北海道の山は9月 になると冷え込みますの

で、防寒対策を忘れずにして下さい。

☆申し込み方法 ハガキ、又はFAXにて、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、宿

泊希望の有無(日 帰り参加可 )

☆申し込み   〒890-3152北海道中川郡池田町高島61坪原 美治子

【」ュ:実譜
先  【FAX】 01557-3-2415

登山口から余り足場の良くない沢沿いを1時間位歩き〔登山靴で大文夫〕尾根に取

り付きます。ここから笹薮のややきついジグを切ってしぶとく登り高度をかせぎます。い

力ヽこも日高の懐へと入つて行く感じで視界が利きませんが、ややもして振り返えると十

勝平野が日に入つてくる。

後―息、最後の登りで頂上にでると一気に視界が開き、日の前にカムエクウチカウ

シ山を始め日高の山々が連なって見える素晴らしい展望が期待できます。

《中級以上》

※あらかじめお断りしておきますが、後援、協賛、協力等で現在申請中も含まれてい

ます。随時、了承の上進行させていただきまのでご了解下さい。



◆

編 集 後 記

『しれとこすみれ』第 4号をお届けします。毎年、発行が遅れお詫びいたします。

今回より作成方法を一新させました。最先端のハ・ソコンとソフト、周辺機器を揃え

作成しました。真嶋さんからは原稿と写真がe MALで送られてきました。メJレを

開け、編集画面に取り入れ、写真(クレ に変えて)を貼り付け表題を整えて終了。

佐藤英樹さんからは、ワ‐プロ専用機でフロッヒ
・―の規格(2DDで、今一般のハ・ソコン

では2HDを使用)がす0こ違い、読み込めずOCR―スキャナで取り入れる。一部文

字化けするが、おおかた成功。池永さんの原稿はヨクヨの原稿用紙のコヒ
・―でした

ので、スキャナでは読み込めませんでした。線がなくれば読み込めます。どうしても

画像を取り入れるので、メモリーをくい重くなりつしヽこは凍つて動かなくなり、メモリの

増設に走らさせられました。ちなみに、ハート1ま lBM― Apjva20i21 90、 プリンター

NEC― PC-1000EWと EPCON―PM-750C、 メモリ128MB、 スキャナMustek1 2000U、

デ ジカメ FU」 |― FinePix600z。 ソフトは 、Windows98、 マイクロソフト

Ofice2000Professiona卜 FrontPage2000、 編集作業はほとんどWord2000で

行いました。お力ヽずでハ・ソコンこついて少しばかり知識を得ましたので、何かありま

したら気楽に声掛けてください。

昨年総会の折り、記念講演として道立篠路高校の枡谷先生に《鹿と山》との関

わりついて話をしてほしいとお願いしたところ快く引き受けて頂きました。当日参

加されたかたからも、好評でしたので又無理を言つて原稿にして頂きました。参

カロ0な かった会員のかたにも、是非読ん乱 たヽだければと掲載しました。

支部五周年事業、《十勝幌尻》皆さんの力で成功させましょう。

山とMレの話が最近新聞

“

よく取り上げられています。朝日新聞 1月 23日 。

HAT― JJヒ海道支部だより 第 4号

発行日  2000年 1月 30日

発行所 札幌市北区北 37彙西 5丁目 1‐32

〒001‐0037 花島書店内

HAT― J北海道支都

TEL&FAX 011‐737‐9558

←‖AL hanasimaOm08.o:pha‐netneJ●

発行責任者 宮崎 初菫

編集責任者 花島 億夫
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大雪山を世界遺産に

旭岳ビジターセンター 池永甦次

植物、森林の美しさに一様に目を見

張るのである。登録に足る自然条件

は充分である。

もし登録に漕ぎ着けたならば、国内

外の注 目を浴びる様になり、現在より

更に多くの人が訪れるだろう。これら

の人々に適切な自然力
・
イト
・
がなされ

れば、大雪山の自然を理解し、愛し、

しいては自然保護 問題にも深い関

心を寄せてくれることになるであろう。

またこの中から地球環境 問題を真

剣に考え行動してくれる人が多く生

ずれば登録のねらいが達成されたこ

とになる。

しかしながら、登録までのアプローチは

なかなか厳しいものがある。大雪山

を歩いた方は気付いておられると思

うが、明らかなオーハ・―ユースの傷跡が

諸所に見られることである。登 山者

の踏み付けにより高山植物は傷み裸

地が広がつている。トイレの無い指定キ

ャンフ
・
地は、放射状に踏跡がつき、先

端はたれ流しのし尿と紙が目をおお

うばかりに散乱しているのである。団

体ツアー登山客が毎 日数隊通過する

旭岳 黒岳の銀座コースは特にひどい。

荒れた登 山道には今年も数億かけ

て木道が延々とつけられたが未だ未

整備の個所も多い。トイレについては

景観 の問題やし尿処理 施設の管

道新紙上で既にご承知の方も多い

と思うが昨秋上川町で「大雪山の自

然と世界遺産を考える」と言うフォーラ

ムが行われた。吹雪の夜この田合の

町にしては、500人の人々が集まリフ

ォーラムは成功であった。知床でもこの

動きがあり、自然保護の立場から、

次の世代に残すには、世界遺産登

録が一つの選択肢であることは、多く

の人が認める所となつた。

今回この様なフォーラムが催されたの

は、一般の人々の盛り上りを企る一

つの手段でもあつた。

平成 5年に屋久島が世界遺産に

登録されたが、その後どうなつたであ

ろうか。聞く所によると、事前に懸念

されていたことはやはり起つた。屋久

島の唯―のシンホ
・ルである縄文杉が、

多くの人に踏みつけられ t雨 水の影

響もあって根が相 当傷んだということ

である。百名山フ・―ムや交通の利便

化が多くの人を屋久島に引きつけた。

島は経済的には潤つたが、大切な自

然を傷めたことは残念だ。

「大雪山に登つて山の広さを語れ」

と言つたのは大町桂月であるが、訪

れた人が同じ印象を感ずるのは、日

本人のみならず、秀でた山岳を持つ

ヨロッハ
・
やカナダの外国人とて同様で

ある。山の広さ、そこに生息する動物、



理等相 当な経費がかかるということ

で未だ手がつけられていない。

登山道の整備やトイレ問題の二つを

例にあげたが、大雪山には入山口が

幾つもあり、ロプウェィも 100人乗りが

二ヶ所もあるので、美しい高山植物

のある高 山帯まで容易に達すること

が出来る。当然オーハ・―ユースの問題が

起ることは目に見えているからである。

さらに重要なことがらは、地元住民や

道民が大雪山やこれを取り巻く自然

から、日々恵みを受けている事に感

謝の念を持ち、この自然を守つて後

世に遺産として残したいという意識の

盛り上りと行動力である。2000年 の

【渋谷正己】旭川在住。版画家、

日本山岳会会員(番号 4795)。

人間の文化の蓄積はすばらしいもの

があり、利便で快適な生活を楽しむ

ことが可能になっている。しかしその

裏には大切 な自然を取りくずし失っ

たものも多く、将来にわたつて憂慮さ

れる温暖化問題も出てきた。又人々

の心の荒廃ももたらしてしまった。大

雪山が 23万 haと言つても地球上で

は点に過ぎない。今やこの点を人々

の心の故郷となるよう守り育て残して

いくことが、如何なる困難性あろうとも

私共の急務ではあるまいか。

山 (ネ ハ・―ルから大雪まで)、 自然動植物。

《花島書店多種斡旋取り扱い中。》

渋谷正己『大す山とおたち』


